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 ここまで遅行スパンの好転（9 月 18 日号のリポート参照）と遅行スパンの逆転（10 月 8 日号のリ

ポート参照）についてご説明しました。 
 今回は 6305 日立建機のチャートを使ってご説明します。 
 おわかり頂けるように現在の株価は 26 日前の株価を上回っています。いわゆる遅行スパンは好転

した状態にあるわけです。しかし、このまま横ばいを続けると、あと 10 日（立ち合い日数）ほどで

遅行スパンは日々線（その位置にある日足）にぶつかることがわかります。26 日前の株価を下回っ

てしまうわけです。 
 そうなるとカタチが悪くなりますから、遅くとも 10 日以内には、その位置にある日々線を現在の

株価が上回っていることが望ましいことになります。 
 上回ることが出来なければ遅行スパンは逆転する！ 
 このように遅行スパンの良いところは、いつまでに、○○○円まで上がれば（下がれば）、どのよ

うなカタチになるということが、あらかじめわかることなのです。 
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